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白井 昭博 : UV-LEDを活用した殺菌∼釜揚げしらすおよび農作物の殺菌への応用∼, 2020年6月例会・講演会(Web会議), 2020年6月.
渡辺 崇人 : 徳島大学発ベンチャーと無印良品の商品開発 ∼コオロギがせんべいに?∼, 「『食』を通じた新たな産学創造に学ぶ∼産学の知恵∼」オンラインセミナー, 2020年8月.
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